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＜連絡事項＞
・特になし

＜入室状況＞
【入院】
・榊 正博様～東病棟Cユニット5号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・川尻　美奈子様～東病棟Dユニット19号室→北病棟306号室　

＜患者様連絡事項＞
・藪　真弓様～排便-12日目。排便コントロール目的でグリセリン浣腸60ml　1本施行。

・浪岡　順子様～排便-9日目。排便コントロール目的でグリセリン浣腸60ml　1本施行。



＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他患者への付き纏いや私物弄り有り早めに開放観察終了する。
引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を
目指していく。

・庭田　久美子様～終日隔離中。開放中過度な要求等は聞かれず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。開放中トラブル無し。他患者と交流し過ごされている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・三浦　みよ子様～終日隔離中。対面時多弁さ有り話の切り上げ出来ず。断続的に壁叩き、奇声
上げる様子有り。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期
の処遇制限の改善を目指していく。

＜入院患者情報①＞
日時：令和7年3月1日　10：50
　氏　　名：榊　正博様（さかき　まさひろ）様
　生年月日：昭和38年3月12日（61）
　病　　名：器質性精神病、血管性認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット5号室

　＜経過＞
 　脳梗塞後の器質性精神病、血管性認知症にて現在八戸赤十字病院精神科外来通院し
、服薬治療継続し在宅生活をしている。現病歴発症はR4年春頃より女性衣服を購入す
る、長年勤続していた職場を欠勤することや易怒性が増したため、R4.9.14にむらかみ
脳神経クリニックを受診。MRI検査で右頭頂葉脳梗塞を指摘され、同年10/11に日赤脳
神経外科を紹介受診。以後も自発性の低下や食思不振を認め、無為自閉的な生活とな
っていた。脳梗塞後のうつ病が疑われ、精査目的にてR4.11.1に日赤精神科に医療保護
入院。同月9日は自宅退院するが、徘徊や不眠症状が残存しており、同月14日に再度入
院。薬剤調整や退院に向けた外泊訓練、サービス調整を行いR5.1.25に自宅退院。自宅
退院後は訪問看護五福を毎週利用し、障害者福祉サービスや介護サービスを導入。現
在は週5日を障害福祉サービス（ラボーロ）と介護保険サービス（結び家）を利用し週
末は自宅で過ごしている。平日は就労やデイサービスへいく事で精神的な負担感や身
体的疲労感を訴え帰宅後の夜間に妻様へ易怒的になることや思うように伝わらない事
や就労などを休めない時に壁を蹴るなどの行為見られていた。都度同院外来にて主治
医と相談し頓用薬使用しながら在宅療養継続していたが、同院主治医より入院による
薬剤調整の提案あり、薬剤調整目的に本日医療保護入院となる。
